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１	

産
業
別
労
働
組
合
Ｊ
Ａ
Ｍ
・

Ｊ
Ａ
Ｍ
大
阪
の
組
織
的
特
徴

　

Ｊ
Ａ
Ｍ
（
全
国
）
は
、
機
械
金
属
関
連
産

業
で
働
く
組
合
員
三
五
万
二
七
七
八
人
、
一

九
四
九
単
組
で
構
成
さ
れ
た
産
業
別
労
働
組

合
で
あ
る
。
一
単
組
あ
た
り
の
平
均
組
合
員

数
は
一
八
一
人
、
単
組
規
模
の
構
成
は
、
三

〇
〇
人
未
満
の
単
組
が
八
五
・
五
％
、
三
〇

一
～
九
九
九
人
の
単
組
が
一
〇
・
六
％
、
一

〇
〇
〇
人
以
上
の
単
組
が
三
・
九
％
と
な
っ

て
お
り
、
中
小
企
業
で
組
織
さ
れ
た
単
組
が

圧
倒
的
多
数
を
占
め
て
い
る
。

　

Ｊ
Ａ
Ｍ
大
阪
（
組
合
員
数
四
万
三
〇
六
八

人
、
単
組
数
三
〇
二
単
組
）
に
つ
い
て
は
、

一
単
組
あ
た
り
の
平
均
組
合
員
数
は
一
四

二
・
六
人
で
、
三
〇
〇
人
未
満
の
単
組
が
八

七
・
五
％
、
一
〇
〇
人
未
満
が
六
四
・
六
％
、

五
〇
人
未
満
が
五
二
・
四
％
と
、
中
小
・
零

細
企
業
の
比
率
が
さ
ら
に
高
く
な
っ
て
い
る
。

業
種
構
成
は
一
般
機
械
三
七
・
九
％
、
金
属

製
品
二
四
・
一
％
、
鉄
鋼
九
・
〇
％
、
電
機

機
械
七
・
六
％
、
輸
送
機
械
六
・
六
％
、
非

鉄
金
属
四
・
八
％
、
精
密
機
械
三
・
一
％
で
、

完
成
品
メ
ー
カ
ー
は
三
〇
％
程
度
で
あ
る
。

　

従
っ
て
、
Ｊ
Ａ
Ｍ
、
Ｊ
Ａ
Ｍ
大
阪
は
中
小

企
業
で
組
織
さ
れ
た
単
組
が
ほ
と
ん
ど
で
、

そ
の
企
業
は
部
品
メ
ー
カ
ー
が
多
く
、
完
成

品
メ
ー
カ
ー
で
も
「
下
請
け
」
が
多
数
を
占

め
て
い
る
こ
と
が
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。

 

２	

Ｊ
Ａ
Ｍ
大
阪
に
お
け
る
企
業
・

経
営
問
題
へ
の
取
り
組
み

　

こ
の
た
め
、
倒
産
、「
合
理
化
」
問
題
、
企

業
・
経
営
問
題
が
多
発
し
て
き
た
。
Ｊ
Ａ
Ｍ

大
阪
で
は
、
結
成
（
一
九
九
九
年
）
以
降
今

日
ま
で
、
八
〇
件
近
い
企
業
倒
産
（
破
産
一

六
件
、
民
事
再
生
一
一
件
、
会
社
更
生
一
件
、

内
整
理
五
〇
件
等
）
が
発
生
し
、
多
い
年
度

で
は
年
間
九
〇
単
組
（
全
単
組
の
三
割
）
以

上
に
深
刻
な
「
合
理
化
」
が
提
案
さ
れ
て
い

る
。
景
気
の
好
悪
に
よ
る
増
減
は
あ
っ
て
も
、

絶
え
ず
一
定
数
の
深
刻
な
企
業
・
経
営
問
題

を
抱
え
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

従
っ
て
、
発
足
当
初
か
ら
Ｊ
Ａ
Ｍ
大
阪
に

と
っ
て
、
企
業
・
経
営
問
題
へ
の
対
応
が
最

重
要
課
題
の
一
つ
と
な
っ
て
き
た
。
日
常
的

な
労
使
協
議
を
通
じ
て
、
経
営
状
況
・
経
営

戦
略
・
経
営
施
策
を
把
握
・
チ
ェ
ッ
ク
し
、

場
合
に
よ
っ
て
は
、
労
働
組
合
の
立
場
か
ら

経
営
施
策
を
提
起
し
て
、
企
業
基
盤
の
強
化

を
追
求
し
、「
合
理
化
提
案
」
を
出
さ
せ
な
い

取
り
組
み
を
展
開
し
て
い
る
単
組
が
少
な
く

な
い
。
さ
ら
に
、
高
度
な
企
業
危
機
や
倒
産

の
「
淵
」
か
ら
の
脱
却
を
め
ざ
し
、
労
働
組

合
が
自
ら
の
職
場
・
雇
用
を
護
る
立
場
か
ら
、

大
衆
討
議
に
基
づ
い
て「
企
業
再
建
プ
ラ
ン
」

を
策
定
し
、「
事
前
協
議
（
同
意
）
約
款
」、「
労

使
協
議
制
」
を
駆
使
し
、
労
使
交
渉
に
お
い

て
「
同
プ
ラ
ン
」
を
経
営
者
に
認
め
さ
せ
、

組
合
員
全
員
で
そ
れ
を
実
行
す
る
こ
と
に
よ

り
企
業
再
建
を
実
現
し
た
単
組
も
存
在
す
る
。

　

倒
産
前
夜
の
極
め
て
高
度
な
危
機
的
状
況

に
陥
っ
た
企
業
の
再
建
を
労
働
組
合
が
主
導

し
た
実
例
、
経
営
者
に
よ
る
破
産
申
請
を
阻

止
し
、
事
実
上
労
働
組
合
が
民
事
再
生
を
申

請
し
て
企
業
再
生
を
実
現
し
た
実
例
を
紹
介

し
、
極
限
状
況
で
の
労
働
組
合
の
対
応
に
つ

い
て
問
題
提
起
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
労
働

者
・
労
働
組
合
の
企
業
経
営
へ
の
「
参
画
」

に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

 

３	

二
つ
の
実
例
か
ら

（1）
労
働
組
合
か
ら
「
企
業
再
建
プ
ラ
ン
」
を

提
起
し
、
倒
産
の
危
機
か
ら
再
建
へ
・・・

Ａ
労
組

　

Ｊ
Ａ
Ｍ
結
成
間
も
な
い
一
九
九
九
年
一
二

月
一
七
日
、
賃
金
カ
ッ
ト
提
案
を
め
ぐ
る
団

体
交
渉
に
お
い
て
、
メ
イ
ン
バ
ン
ク
の
「
貸

し
渋
り
」
に
よ
る
運
転
資
金
の
窮
迫
に
よ
り
、

Ａ
社
が
経
営
破
綻
寸
前
で
あ
る
こ
と
が
発
覚

し
た
。
そ
し
て
、
Ａ
労
組
の
「
賃
金
カ
ッ
ト

提
案
へ
の
譲
歩
」
が
、
メ
イ
ン
バ
ン
ク
に
よ

る
「
緊
急
融
資
の
条
件
」
と
な
っ
て
い
る
こ

と
も
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　

Ａ
労
組
は
緊
急
集
会
を
開
催
し
、
全
組
合

員
に
事
態
を
報
告
、
①
破
綻
回
避
の
た
め
に

二
五
％
の
賃
金
カ
ッ
ト
を
敢
え
て
断
行
す
る

こ
と
、
②
労
働
組
合
か
ら
提
起
す
る
「
企
業

再
建
プ
ラ
ン
」
へ
の
会
社
の
誠
実
対
応
を
そ

の
た
め
の
前
提
条
件
と
す
る
こ
と
を
提
案
し

た
。
強
硬
な
反
対
論
を
激
論
の
末
に
説
得
し
、

こ
の
方
針
を
全
員
で
確
認
し
た
。
こ
れ
に
よ

っ
て
当
面
の
危
機
は
回
避
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
Ａ
労
組
は
労
働
組
合
の
立
場
か

ら
の
「
企
業
再
建
プ
ラ
ン
」
確
立
の
た
め
、

全
組
合
員
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
執

行
委
員
会
・
職
場
集
会
・
全
員
集
会
で
の
頻

繁
な
学
習
・
討
議
を
経
て
、
五
カ
月
後
の
二

〇
〇
〇
年
四
月
に
「
雇
用
確
保
の
為
の
企
業

再
建
案
―
―
労
働
組
合
か
ら
の
提
言
」（
以
下
、

「
提
言
」
と
い
う
）
を
確
立
し
た
。「
提
言
」

の
内
容
は
Ａ
社
の
「
根
本
的
な
問
題
点
の
分

析
」、
会
社
組
織
の
全
面
的
刷
新
・
工
程
管

理
体
制
の
立
て
直
し
・
品
種
構
成
の
再
構
築
・

工
場
の
集
約
化
と
レ
イ
ア
ウ
ト
の
見
直
し

等
々
か
ら
な
る
「
企
業
再
建
の
基
本
方
針
」

な
ど
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
Ａ
労

組
は
、「
提
言
」
に
お
い
て
、
赤
字
脱
却
の
た

め
の
緊
急
避
難
策
と
し
て
、
二
〇
％
の
賃
金

カ
ッ
ト
を
は
じ
め
と
す
る
期
限
を
限
定
し
た

労
働
条
件
の
切
り
下
げ
案
を
労
働
組
合
か
ら

提
起
し
た
。

　
「
提
言
」
は
、
取
締
役
・
管
理
職
の
人
選

や
配
置
、
会
社
機
構
の
再
編
に
伴
う
人
員
の

再
配
置
、
設
備
計
画
、
企
業
戦
略
等
、
従
来

｢

経
営
権
の
領
域｣

と
い
わ
れ
て
き
た
分
野

へ
積
極
的
に
踏
み
込
む
内
容
と
な
っ
て
い
た
。

Ａ
労
組
は
組
合
大
会
に
お
い
て
労
働
組
合
の

「
要
求
」
と
し
て
こ
の
「
提
言
」
を
確
認
し
、

ス
ト
権
を
背
景
に
会
社
と
の
団
体
交
渉
を
展

開
し
た
。

　

労
使
は
五
カ
月
間
に
わ
た
る
協
議
を
重
ね
、

「
提
言
」
に
沿
っ
た
企
業
再
建
方
針
を
労
使

協
定
し
、
可
能
な
部
分
か
ら
実
行
に
移
し
て

い
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
Ａ
社
の
収
益
体

質
は
劇
的
に
改
善
さ
れ
、
三
年
間
で
労
働
条

件
を
完
全
に
復
元
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

Ａ
労
組
は
経
営
破
綻
前
夜
と
い
う
極
限
状
況

か
ら
、
組
合
員
全
員
の
雇
用
を
護
り
、
企
業

企
業
危
機
と
労
働
組
合
の
企
業
再
建
へ
の
関
与

Ｊ
Ａ
Ｍ
大
阪　

特
別
執
行
委
員　

狩
谷　

道
生
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再
建
を
果
た
し
た
。

（2）
再
生
法
史
上
初
め
て
労
働
組
合
か
ら
民
事

再
生
手
続
き
を
申
請
し
、
企
業
再
建
を
労

働
組
合
が
主
導
・
・
・
Ｂ
労
組

　

二
〇
〇
五
年
九
月
二
〇
日
、
突
然
、
社
長

が
全
従
業
員
に
対
し
不
渡
手
形
の
発
生
が
避

け
ら
れ
な
い
こ
と
、
破
産
手
続
き
を
申
請
せ

ざ
る
を
得
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
同
日

を
も
っ
て
の
全
員
解
雇
を
通
知
し
て
き
た
。

Ｂ
労
組
は
、
そ
の
日
か
ら
全
組
合
員
泊
ま
り

込
み
に
よ
る
工
場
実
力
占
拠
体
制
を
と
り
、

会
社
資
産
の
散
逸
を
防
ぐ
べ
く
二
四
時
間
の

ピ
ケ
ッ
テ
ィ
ン
グ
行
動
を
開
始
し
た
。
同
時

に
解
雇
撤
回
と
企
業
再
開
を
求
め
て
会
社
側

代
理
人
弁
護
士
と
連
日
団
体
交
渉
を
展
開
し
、

破
産
に
よ
る
企
業
清
算
を
民
事
再
生
に
よ
る

企
業
再
建
に
切
り
替
え
る
こ
と
、
民
事
再
生

手
続
き
を
Ｂ
労
組
自
ら
が
行
う
こ
と
を
確
認

し
た
。

　

九
月
二
六
日
、
Ｂ
労
組
は
神
戸
地
裁
へ
民

事
再
生
手
続
き
の
申
し
立
て
を
行
っ
た
。
二

九
日
に
地
裁
か
ら
保
全
命
令
が
出
る
と
同
時

に
保
全
管
理
人
弁
護
士
（
本
来
残
る
べ
き
経

営
者
が
遁
走
し
た
事
に
よ
る
）
が
選
任
さ
れ

た
。
以
降
、
こ
の
保
全
管
理
人
と
協
力
し
な

が
ら
、
労
働
組
合
が
受
注
確
保
、
生
産
継
続
、

資
金
管
理
等
、
経
営
全
般
を
主
体
的
に
担
う

事
と
な
っ
た
。
Ｂ
労
組
は
国
税
の
差
し
押
さ

え
、
売
掛
金
の
回
収
難
、
売
上
高
の
激
減
、

材
料
調
達
難
等
々
、
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
と
文

字
通
り
格
闘
し
な
が
ら
、
事
業
継
続
へ
の
必

死
の
努
力
を
続
け
た
。
大
幅
な
売
り
上
げ
減

少
の
中
で
、
経
費
削
減
の
た
め
、
本
社
事
務

所
の
閉
鎖
、
地
方
営
業
拠
点
の
再
編
成
等
と

と
も
に
、
労
組
自
ら
二
五
％
の
賃
金
カ
ッ
ト
、

労
働
時
間
延
長
等
の
労
働
条
件
の
切
り
下
げ

も
断
行
し
た
。
同
時
に
従
来
の
工
程
管
理
体

制
、
資
金
管
理
体
制
、
営
業
体
制
等
を
大
幅

に
改
善
し
、
立
て
直
す
取
り
組
み
も
展
開
し

た
。
さ
ら
に
、
Ｂ
労
組
は
収
益
計
画
、
弁
済

計
画
等
、
民
事
再
生
手
続
き
に
お
け
る
再
生

計
画
の
立
案
・
確
立
過
程
に
積
極
的
に
関
与

し
、
管
財
人
弁
護
士
（
＝
保
全
管
理
人
）
と

の
協
力
関
係
の
下
で
再
生
を
主
体
的
に
担
っ

た
。
最
終
的
に
は
ス
ポ
ン
サ
ー
の
協
力
体
制

の
下
で
の
再
生
過
程
を
歩
む
こ
と
と
な
っ
た
。

労
組
は
ス
ポ
ン
サ
ー
の
選
定
に
当
た
っ
て
、

雇
用
の
確
保
と
労
働
組
合
の
組
織
・
活
動
の

保
障
を
絶
対
条
件
と
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、
Ｂ
労
組
は
破

産
の
危
機
か
ら
、
職
場
と
全
組
合
員
の
雇
用

を
護
っ
た
。
再
生
法
史
上
初
め
て
の
労
働
組

合
が
申
請
し
た
民
事
再
生
手
続
と
な
っ
た
。

 

４	
企
業
・
経
営
問
題
に
対
す
る

基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、イ
タ
リ
ア
の「
労

働
プ
ラ
ン
」
闘
争
の
日
本
に
お
け
る
具
体
化

の
試
み
と
な
っ
た
大
阪
特
殊
鋼
労
働
組
合
の

「
生
産
闘
争
」（
一
九
五
二
～
一
九
六
一
年
）

が
モ
デ
ル
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
二
つ
の

闘
争
は
い
ず
れ
も
破
局
寸
前
の
極
限
状
況
で
、

労
働
組
合
が
強
力
に
企
業
経
営
に
関
与
し
て

お
り
、
Ｂ
労
組
の
場
合
は
労
働
組
合
自
ら
が

主
体
的
に
経
営
を
担
っ
て
い
る
。
Ｊ
Ａ
Ｍ
は

従
来
か
ら
「
合
理
化
を
出
さ
せ
な
い
」
日
常

的
な
取
り
組
み
の
重
要
性
を
強
調
し
て
き
た

が
、
こ
れ
ら
の
闘
争
は
極
限
状
況
に
ま
で
事

態
が
進
行
し
て
し
ま
っ
て
か
ら
の
取
り
組
み

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
は
、
ほ
と

ん
ど
の
場
合
、
経
営
者
・
経
営
側
は
無
為
・

無
能
を
さ
ら
け
出
し
、
経
営
中
枢
が
事
実
上

機
能
停
止
状
態
を
呈
す
る
。
場
合
に
よ
っ
て

は
Ｂ
労
組
の
事
例
の
よ
う
に
経
営
責
任
を
放

棄
し
て
、
逃
亡
し
て
し
ま
う
こ
と
す
ら
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
事
態
に
際
し
て
、
無
内
容
か

つ
抽
象
的
な
「『
合
理
化
』
絶
対
反
対
論
」

や
「
企
業
経
営
は
経
営
者
の
責
任
で
あ
っ
て
、

労
働
組
合
が
関
わ
る
べ
き
で
な
い
」
等
の
経

営
へ
の
「
無
関
与
論
」
は
、
労
働
者
の
雇
用

を
護
る
上
で
、
ま
っ
た
く
“
無
力
”
な
「
戯

言
」
で
し
か
な
い
。
厳
し
く
問
わ
れ
る
の
は

『
合
理
化
』・
首
切
り
・
倒
産
等
に
「
反
対

か
賛
成
か
」
で
は
な
く
、「
い
か
に
し
て
労
働

者
の
雇
用
を
護
る
の
か
」、「
い
か
に
し
て
労

働
者
の
犠
牲
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
の

か
」
と
い
う
「
具
体
的
方
策
」
で
あ
り
、
破

局
か
ら
の
活
路
を
主
体
的
に
切
り
開
こ
う
と

す
る
「
決
意
」
と
そ
れ
を
支
え
る
質
の
高
い

「
団
結
力
」
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み

は
「
労
働
者
に
と
っ
て
犠
牲
・
苦
痛
の
大
き

い
安
易
な
再
建
へ
の
道
」
を
選
ぶ
の
か
、「
困

難
で
は
あ
っ
て
も
、労
働
者
に
と
っ
て
犠
牲
・

苦
痛
の
も
っ
と
も
少
な
い
再
建
へ
の
道
」
を

選
ぶ
の
か
と
い
う
「
二
つ
の
道
」
を
め
ぐ
る

闘
争
で
あ
る
。
経
営
側
に
主
導
権
が
あ
る
場

合
、
多
く
は
整
理
解
雇
等
、「
労
働
者
に
と
っ

て
犠
牲
・
苦
痛
の
大
き
い
道
」
を
歩
む
こ
と

に
な
る
。
従
っ
て
、
労
働
組
合
が
主
導
権
を

と
り
、
再
建
過
程
を
リ
ー
ド
す
る
こ
と
が
必

要
と
な
る
。

　

こ
れ
ら
二
つ
の
取
り
組
み
に
共
通
す
る
要

諦
の
第
一
は
、
労
働
組
合
が
再
建
過
程
を
リ

ー
ド
す
る
た
め
に
、
具
体
的
な
「
企
業
再
建

プ
ラ
ン
」
を
、組
合
員
全
員
に
よ
る
大
衆
的
・

民
主
的
討
議
を
通
じ
て
確
立
し
、
そ
の
「
プ

ラ
ン
」
を
基
軸
に
取
り
組
み
全
体
を
展
開
し

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

第
二
は
、「
企
業
再
建
プ
ラ
ン
」
の
基
本
的

な
内
容
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
「
人
事
権
」
や

「
管
理
・
運
営
権
」
と
い
う
経
営
権
と
い
わ

れ
る
領
域
へ
、
労
働
組
合
の
立
場
か
ら
主
体

的
、
積
極
的
か
つ
建
設
的
に
踏
み
込
ん
で
い

る
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
し
か
企
業
・
経
営

体
質
の
根
本
的
な
変
革
は
成
し
得
な
い
。
Ｂ

労
組
の
場
合
、
倒
産
以
前
か
ら
労
働
組
合
か

ら
「
企
業
再
建
案
」
を
提
起
し
、
労
使
協
議

を
行
っ
て
き
た
が
、
な
か
な
か
企
業
状
況
の

改
善
に
は
結
び
つ
か
な
か
っ
た
。
腐
敗
し
た

取
締
役
・
管
理
職
が
主
要
ポ
ス
ト
を
占
め
、

自
ら
の
部
署
を
牛
耳
っ
て
「
企
業
再
建
案
」

の
実
行
を
妨
害
し
て
き
た
こ
と
が
そ
の
主
要

な
原
因
で
あ
っ
た
。
Ｂ
労
組
は
倒
産
に
よ
る

経
営
組
織
の
崩
壊
を
逆
手
に
と
り
彼
ら
を
一

掃
し
た
。
そ
し
て
、
心
あ
る
管
理
職
と
協
力

し
て
崩
壊
し
た
取
締
役
機
構
、
管
理
機
構
を

立
て
直
し
た
の
で
あ
る
。

　

第
三
は
労
働
組
合
の
団
結
力
で
あ
り
、
労

使
対
等
の
力
関
係
で
あ
る
。
い
ず
れ
の
場
合

も
労
働
組
合
の
“
力
”
の
裏
付
け
が
基
本
と

な
っ
て
い
る
。
Ａ
労
組
は
「
企
業
再
建
プ
ラ

ン
」
を
労
働
組
合
の
要
求
と
し
て
確
立
し
、

ス
ト
権
を
背
景
に
し
た
粘
り
強
い
交
渉
を
経

て
、
経
営
側
に
「
企
業
再
建
プ
ラ
ン
」
を
認

め
さ
せ
、
実
行
さ
せ
た
。
そ
の
際
、
Ａ
社
に

お
い
て
従
前
か
ら
培
わ
れ
た
対
等
の
労
使
関

係
も
こ
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
。
Ｂ
労
組
の

場
合
は
経
営
に
よ
る
労
働
組
合
へ
の
破
産
・

全
員
解
雇
通
告
直
後
か
ら
の
実
力
占
拠
闘
争

が
決
定
的
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
倒
産

か
ら
の
企
業
再
建
闘
争
に
お
け
る
労
働
組
合

の
主
導
権
は
完
全
に
担
保
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。

 

５	

高
度
な
企
業
危
機
・
倒
産
か

ら
の
再
建
闘
争
に
お
け
る
労

働
組
合
の
考
え
方

　

高
度
な
企
業
危
機
や
倒
産
か
ら
の
再
建
闘

争
は
基
本
的
に
は
以
下
の
三
つ
の
段
階
に
わ

け
ら
れ
る
。

①
所
有
権
、
管
理
・
運
営
権
、
人
事
権
を
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そ
の
ま
ま
に
し
て
労
働
組
合
か
ら
の
統

制
を
加
え
る
場
合

②
所
有
権
に
は
手
を
つ
け
ず
に
管
理
・
運

営
権
、
人
事
権
の
一
部
も
し
く
は
全
て

を
労
働
組
合
が
掌
握
す
る
場
合

③
所
有
権
ま
で
労
働
組
合
が
掌
握
す
る
場

合

　

Ａ
労
組
は
上
記
①
の
段
階
、
Ｂ
労
組
は
②

の
段
階
に
相
当
す
る
。
い
ず
れ
も
そ
れ
ぞ
れ

の
段
階
の
究
極
に
ま
で
至
っ
た
実
例
で
あ
る
。

私
も
い
く
つ
か
経
験
し
た
が
、
時
と
し
て
③

の
段
階
も
あ
り
得
る
。
意
図
せ
ざ
る
き
っ
か

け
で
一
時
的
に
せ
よ
企
業
経
営
を
労
働
組
合

が
担
わ
ね
ば
な
ら
な
い
事
態
が
発
生
す
る
の

で
あ
る
。
た
だ
、
重
要
な
こ
と
は
、
③
を
自

己
目
的
化
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
一
九
七
〇
～
八
〇
年

台
に
流
行
し
た
「
労
働
者
自
主
管
理
」
運
動

が
そ
の
後
に
た
ど
っ
た
運
命
を
見
て
も
明
ら

か
で
あ
ろ
う
。
現
在
の
日
本
社
会
に
あ
っ
て
、

「
労
働
者
管
理
企
業
」
が
、
販
路
、
原
材
料

調
達
、
資
金
確
保
、
人
材
確
保
等
の
隘
路
を

乗
り
越
え
て
企
業
経
営
を
永
続
・
発
展
さ
せ

る
こ
と
は
、
特
殊
な
政
治
・
経
済
情
勢
で
も

出
来
（
し
ゅ
っ
た
い
）
し
な
い
限
り
、
不
可

能
に
近
い
。

　

労
働
組
合
が
破
局
前
夜
の
危
機
を
自
ら
の

団
結
力
で
乗
り
越
え
、
活
路
を
切
り
開
く
た

め
に
は
従
来
の
労
働
組
合
の
一
般
的
な
考
え

方
・
意
識
で
は
通
用
し
な
い
。「
雇
わ
れ
人

根
性
」、「
奴
隷
根
性
」
の
払
拭
、
団
結
意
識

と
労
働
・
生
活
感
の
高
度
化
・
再
編
成
が
要

求
さ
れ
る
。「
生
産
の
主
人
公
」
か
ら
「
経

営
と
対
等
の
主
人
公
」
と
し
て
の
自
覚
の
醸

成
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
決
定
的
に
重
要
な

こ
と
は
、
組
合
民
主
主
義
の
徹
底
で
あ
る
。

「
企
業
再
建
プ
ラ
ン
」
の
策
定
・
実
行
・
点

検
等
、
企
業
再
建
の
全
過
程
に
全
組
合
員
を

参
画
さ
せ
る
こ
と
、
全
組
合
員
の
相
互
討
議

を
通
じ
て
認
識
を
深
め
合
い
、
意
識
変
革
を

促
し
合
う
こ
と
が
必
要
な
の
で
あ
る
。

　

逆
に
言
え
ば
、
こ
れ
ら
の
事
例
は
、
自
覚

し
、
従
来
の
一
般
的
意
識
と
は
異
な
っ
た
高

レ
ベ
ル
の
団
結
力
を
獲
得
す
る
に
至
っ
た
労

働
者
が
、
そ
の
結
合
し
た
力
に
よ
り
「
経
営

の
主
人
公
」、「
経
営
と
対
等
の
パ
ー
ト
ナ
ー
」

に
代
わ
り
う
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
さ

に
労
働
組
合
の
力
の
源
泉
た
る
「
民
主
主
義

の
力
」な
の
で
あ
る
。
労
働
者
各
人
の
仕
事
・

現
場
は
そ
れ
ぞ
れ
の
労
働
者
が
も
っ
と
も
熟

知
し
て
い
る
。
そ
の
「
知
恵
」
と
「
能
力
」

を
組
合
民
主
主
義
に
よ
り
結
合
し
、
企
業
経

営
に
主
体
的
に
関
与
さ
せ
れ
ば
経
営
力
は
飛

躍
的
に
高
ま
る
。
労
働
組
合
の
「
数
の
力
」

が
「
質
の
力
」
に
転
化
す
る
の
で
あ
る
。「
情

報
を
共
有
し
、
自
己
の
労
働
の
意
味
に
納
得

し
た
労
働
者
の
労
働
」
に
よ
る
「
労
働
者
の

主
体
性
の
発
揮
は
、
と
く
に
、
彼
ら
の
精
神

的
能
力
を
活
発
化
さ
せ
、
新
た
な
技
術
情
報

や
需
要
情
報
の
発
見
を
も
た
ら
し
、
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
を
促
進
す
る
」（
嘉
悦
大
学
大
学
院

ビ
ジ
ネ
ス
創
造
研
究
科
長
・
黒
瀬
直
宏
教
授
）

か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
困
難
な
課
題
は
、

こ
の
よ
う
な
非
常
時
に
お
け
る
取
り
組
み
を

い
か
に
平
常
時
の
取
り
組
み
と
し
て
日
常
化

す
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

今
日
、
日
本
の
中
小
企
業
は
深
刻
な
衰
退

過
程
に
陥
っ
て
い
る
。
こ
の
苦
境
か
ら
の
脱

却
と
経
営
基
盤
の
強
化
の
た
め
に
も
、
労
使

対
等
を
前
提
と
す
る
労
使
経
営
協
議
制
度
を

強
化
・
拡
大
し
、
そ
の
シ
ス
テ
ム
そ

の
も
の
を
社
会
化
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。「
労
使
経
営
協
議
制
の
法

制
化
」
は
こ
の
側
面
か
ら
も
強
調
さ

れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ド
イ

ツ
の
共
同
決
定
シ
ス
テ
ム
が
そ
の
典

型
を
示
す
が
ご
と
く
、
労
働
組
合
の

企
業
経
営
へ
の
主
体
的
関
与
の
強

化
・
社
会
化
は
、
労
働
者
全
体
と
し

て
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
必
要
と
し
、

ま
た
自
ず
と
そ
れ
を
も
た
ら
さ
ざ
る

を
得
な
い
。
中
小
企
業
の
経
営
資
源

の
根
源
は
「
人
材
」
で
あ
る
。
労
働

組
合
と
労
働
者
を
「
対
等
の
パ
ー
ト

ナ
ー
」
と
位
置
づ
け
た
円
滑
な
労
使

協
議
シ
ス
テ
ム
を
確
立
し
て
こ
そ
、

労
働
者
の
能
力
を
引
き
上
げ
、
そ
の

力
を
最
大
限
に
活
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
こ
の
よ
う
な
「
経
営
の
民
主

化
」
を
産
業
全
体
に
ま
で
拡
大
し
社

会
化
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
い

る
。
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